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①「介護者の集い」での連携

○南部地域包括支援センターでは、２か月に１回、
定期的に「介護者の集い」を開催しています。

＊介護をしていると・・・
介護負担 心身ともに疲労 孤独 追い詰められて虐待

☆２４年度から、介護保険サービスのほか、インフォーマルサービスや
ボランティアなどに携わる方たちに来ていただき、直接、情報提供を
していただいています。

定期的な
介護者の集い

①介護者同士のつながり

②サービス等の情報提供

③介護負担の軽減

④ストレスの軽減



☆自助具工房くわな １/２



☆自助具工房くわな~H24.7.26～ ２/２



☆傾聴ボランティアみみずく

～H25.7.25～



☆介護小物「くわの実」～25.9.26～ １/2



☆介護小物「くわの実」 ２/2

褥瘡防止のビーズクッションなど介護小物の製作。
ご本人の希望に応じて作ってもらえます。

お薬カレンダー

体交枕 にぎり棒

蓄尿袋カバー



☆認知症の人と家族の会
～２５．１１．２８～



☆認知症見守りボランティア
「あんしん」 ～H26.1.23～



＊「介護者の集い」にボランティア（外部講師）

を講師として招いたことによる効果

①介護者への情報提供

②地域包括支援センター職員の知識を増やす。

③ボランティアと顔の見える関係作りができ、
紹介しやすくなった。

④介護支援専門員への情報提供

⑤地域包括支援センターに対する認識を広めること
ができた。



②介護予防教室を
ボランティアの方と一緒に開催

＊スマイルの会
＊桑名歴史案内人
＊オカリナ演奏



☆スマイルの会の方と一緒に 1/3

日進公民館



☆スマイルの会の方と一緒に 2/3

日進公民館
６回シリーズの介護予防教室



☆スマイルの会の方と一緒に 3/3

益世地区宅老所
「さんさん」

地区社協との
共催の介護予
防教室にて



☆歴史案内人の方と共に
小貝須浜集会所にて H25.11.15 1/1



☆オカリナ演奏
小貝須浜集会所 H25.11.22 1/1



＊介護予防教室に
ボランティアを招くことの効果

①内容の充実（お楽しみ）

②利用者の拡大（介護予防教室の宣伝効果）

③地域包括支援センター職員と顔の見える関係、
地域包括支援センターの宣伝

④自主的な動きへの支援（小貝須浜集会所）に
つながった。



③地域の自主的な
取り組みへの支援

＊小貝須浜集会所での話し合い
＊「サロン＆はる」開設への支援



☆小貝須浜集会所での話し合い

地域の元民生委員・民生委員・
健康推進員の方々の話し合い
に参加。



☆「サロン＆はる」の開設への支援



地域包括支
援センター職
員作成ちらし



益世地区社協との
共催で、今年度初
めて取り組みます。



最後に・・・

高齢者ができるだけ住み慣れた自宅・地域で暮らし

続けていくには、介護保険サービスに限らず、地域の
保健・医療・福祉サービスやインフォーマルサービス・
ボランティア活動など、さまざまな社会資源が有機的
に連携していくことが重要です。南部地域包括支援
センターでは、その取り組みの一環としてボランティ
アとの連携を今後も続けて行きたいと思っています。

ご清聴ありがとうございました。


